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研究成果     伝統工芸技法応用オーディオスピーカー試作研究として、スピーカーの感性評価
に加え、2017年度は定量評価(周波数特性測定等)と製品化を目指す試作スピーカー
仕様とデザインの決定を行った。






















    研究成果は、試作開発の報告として本学紀要集へ掲載予定。また、芸術工学会な
どの学会発表を予定している。また、店舗などにおいて販売想定として試聴を実施
して販売可能な製品として熟成化を図り、販売へむけた活動を産地組合と共有化を
図りすすめ地域産地へ還元化を進める。
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